
新連載

図1　電子回路シミュレータPSpice for TIに用意された回
路動作解析機能
Simulation ProfileのAnalysisの項目からAnalysis Typeを選択
できる

（b）モンテカルロ解析やパラメトリック解析のオプションも選べる

（a）基本解析機能
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　PSpice for TIは，商用の定番回路シミュレータ
PSpiceの機能限定版を，テキサス・インスツルメ
ンツ（TI）が無償で提供しているものです．機能限
定版といっても回路規模の制限はなく，PSpiceや
TIの部品モデルがいろいろ使えるため，便利に使
えるSPICE回路シミュレータです．
　SPICE回路シミュレータは，回路設計にとても
便利ですが，すべてを任せて使用するソフトウェア
ではありません．適切に使用して所望の結果を得る
には，シミュレータの回路動作やオプションを理解
しておくことが重要です．
　本連載では，PSpice for TIで実行可能な解析機
能をベースに，SPICEによる回路動作の解析メカ
ニズムについて解説していきます．

定番電子回路シミュレータ
PSpice for TIの主な解析機能

　PSpice for TI は SPICE シミュレータの 1 種類で，
電子（電気）回路の電気的動作を解析可能なソフトウェ
アです．PSpice for TIで使える回路動作解析機能を
図1と表1に示します．
　図1（b）に示すモンテカルロ（Monte Carlo）/ワース
ト ケ ー ス（Worst Case）解 析 と パ ラ メ ト リ ッ ク

（Parametric Sweep）解析が実行できます．これらは
図1（a）や表1に示す基本解析と組み合わせて実行する
オプション解析です．
　その他にも解析機能がありますが，SPICEソフト
ウェアごとに実行可能な内容が異なります．ここでは，
PSpice for TIを基にSPICEの解析方法の基本的な内
容について説明します．
　SPICEの動作を知ることでSPICEの実行で問題が
生じたときに，その原因が作成したデザインにあるの
か，それともSPICEの操作にあるかの判断にも役立
ちます．これにより，効果的にSPICEを利用できる
ようになります．

PSpiceの解析実行フロー

　PSpice for TIの処理系を図2に示します．回路図エ
ディタOrCAD Captureを用いて回路図の作成とシミ
ュレーションの設定を行い，［PSpice］→［Run］をクリ
ックするとPSpiceが起動してシミュレーションが実
行されます．SPICEシミュレーションでは，入力と
してネットリスト（回路構成および解析設定を記述し
たテキスト・ファイル）を読み込み，計算を行い，結
果を出力します［図2（b）］．
　PSpice for TIの場合には，［Run］をクリックすると，
バックグラウンドでネットリストの作成や回路解析，
結果出力までの一連の工程が自動で実行されます．通
常は認識することはありませんが，動作として理解し
ておく必要があります．
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